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○
〝
趣
味
と
教
養
〟
を
高
め
、
生

活
文
化
の
向
上
を
は
か
る
第
五
回

足
立
成
人
学
校
の
開
校
式
が
、
十

四
日
午
後
六
時

か
ら
区
立
第
九
中

学
校
で
行
わ
れ
た
。

○
今
回
の
入
学
生
は
自
動
車
枝
術
(

五
十
名
)
ラ
ジ
オ
の
基
礎
知
識
(

五
十
名
)
謄
写
印
刷
の
技
術
、

計
算
尺
の
使
用
法
(
五
十
名
)
美

容
術
(
二
十
五
名
)
編
物
(
四
十

九
名
)
の
二
百
二
十
四
名
で
、
六

日
か
ら
行
わ
れ
る
授
業
を
前
に
、

各
担
当
講
師
の
紹
介
、
学
校
長
の

訓
話
、
校
務
主
任
の
注
意
等
を
受

け
な
が
ら
、
早
く
も
メ
モ
を
と
る

ほ
ど
の
熱
心
さ
を
示
し
て
い
た
。
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常
任
委
員
長
決
ま
る

同
時
に
特
別
委
員
会
も

既
報
、
足
立
区
議
会
正
副
議
長
の

改
選
に
伴
い
、
各
種
常
任
委
員
会

の
新
委
員
を
選
任
し
た
区
議
会
で

は
去
る
六
月
二
日
、
運
営
委
員
会

並
ら
び
に
議
員
総
会
を
開
い
て
、
各

種
常
任
委
員
長
及
び
特
別
委
員

会
を
次
の
通
り
決
定
し
た
。

○
委
員
長

△
副
委
員
長

(
総
務
委
員
会
)
○
臼
倉
滝
藏
△

大
石
ア
ヤ
メ
△
阿
出
川
信
孝

(財
務
委
員
会
)
○
大
川
正
一
△

淸
水
丑
政
△
島
崎
正
治
郞

(
厚
生
委
員
会
)
○
江
口
兵
藏
△

宮
川
平
五
郞
△
藤
原
忠
志

(
教
育
委
員
会
)
○
佐
々
木
和
佐

之
助

△

新

井
竜

祐
△

佐
野

善

次
郞

(
経
済
委
員
会
)
○
日
比
谷
竹
次

郞
△
永
田
う
め
志
△
栄
山
一
衛

(
土
木
委
員
会
)
○
竹
内
源
七
△

野
口
五
郞
平
△
鈴
木
仲
二

(
建
築
委
員
会
)
○
野
沢
冬
藏
△

小
川
寅
一
△
島
崎
正
治
郞

(
運
営
委
員
会
)
○
永
井
一
己
△
田
幡
義

雄
△
片
岡
巖

(
自
治
権
拡
充
特
別
委
員
会
)

○
藤
原
忠
志
△
矢
萩
三
保
三
△
鈴

木
仲
二
、
永
田
う
め
志

、
丹

下

登
、
佐
々
木
和
佐
之
助
、
臼
倉
滝

藏
、

宮
入
五
郞
、
野
口
五
郞
平
、

竹
内
源
七
、
遠
峯
富
次
、
阿
出
川

信
孝
、
島
崎
正
治
郞
、
大
川
正

一
、
佐
野
善
次
郞

(
災
害
対
策
特
別
委
員
会
)

○
浦
林
光
春
△
永
田
う
め
志
△
浅

古
幸
藏
△
小
川
寅
一
、
中
山
元

一
、
矢
萩
三
保
三
、
宮
入
五
郞
、

宮
川
平
五
部
、
野
口
五
郞
平

、丸

岡
光
一
郞
、
淸
水
丑
政
、
大
神
田

貞
英
、
永
井
一
己

、
栄
山
一
衛
、

竹
内
源
七
、
野
沢
冬
藏
、
高
野
内

善
喜
、
岡
田
淸
、
江
川
長
吉
、
鈴

木
仲
二

「
日
赤
募
金
」

目
標
額
を
突
破

五
月
一
日
か
ら
行
わ
れ
た
赤
十
字

「
白
い
羽
根
」
募
金
に
つ
い
て
、

区
で
は
各
出
張
所
ご
と
に
分
会
を

組
織
し
、
区
民
の
協
力
と
理
解
を

得
て
本
年
度
募
金
目
標
額
百
二
万

一
千
円
の
募
金
に
つ
と
め
た
結
果

募
金
最
終
日
の
五
月
三
十
一
日
に

は
日
標
額
の
一
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
突
破
し
た
。

な
お
、
こ
の
総
計
は
現
在
区
支

部
で
集
計
中
で
あ
り
、
お
そ
く
も

今
月
の
下
旬
に
は
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。

住
民
登
録
の
態
制
整
う

調
査
員
も
活
動
開
始

寄
留
簿
等
に
か
わ
つ
て
、
市
区
町

村
住
民
の
居
住
関
係
を
常
に
明
ら

か
に
し
、
市
区
町
村
の
行
政
事
務

の
簡
素
化
、
経
費
の
軽
減
等
を
計

ろ
う
と
い
う
既
報
の
住
民
登
録
に

つ
い
て
、
区
で
は
一
、
一
七
〇
名

を
算
え
る
調
査
員
を
依
嘱
し
、
臨

時
住
民
登
録
調
査
部
(
部
長
斉
藤

助
役
)
も
「
き
ぼ
う
」
号
そ
の
他

に
よ
つ
て
周
知
宣
伝
に
本
腰
を
入

れ
る
と
と
も
に
、
二
十
八
日
か
ら

三
十
日
ま
で
、
各
世
帯
に
配
布
す

る
登
録
届
の
用
紙
、
そ
の
他
諸
般

の
準
備
も
大
体
完
了
、
七
月
一
日

の
登
録
実
於
に
備
え
る
態
制
を
整

え
つ
つ
あ
る
。

な
お
、
住
民
登
録
制
度
を
中
心

と
し
た
区
の
行
政
事
務
は
別
表
の

よ
う
に
な
る
。

住 民 票

住民登録
附票

在
外
公
舘
等
の

借
入
金
確
認

在
外
公
舘
等
借
入
金
確
認
に
つ
い

て
は
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
か

ら
翌
年
三
月
ま
で
区
で
受
付
け
ま

し
た
が
、
そ
の
時
届
出
洩
れ
に
な

つ
た
方
の
た
め
に
区
で
は
六
月
三

十
日
ま
で
こ
れ
ら
の
受
付
け
を
行

つ
て
お
り
ま
す
か
ら
該
当
者
は
民

生
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

都

民
移
動
相
談

都
民
の
声
を
聴
き
こ
れ
を
都
政
に

反
映
し
て
、
都
民
の
た
め
の
都
政

を
よ
り
よ
い
も
の
に
し

て
行
く
た
め
、
都
の
「

こ
だ
ま
」
号
が
今
度
本

区
に
お
目
見
得
す
る
。

こ
れ
は
、
す
で
に
都
民
の
「
お
知

ら
せ
」
や
そ
の
他
で
周
知
の
都
民

室
公
聴
部
が
、
街
頭
に
進
出
し

て
、
都
政
一
般
、
家
庭
、
法
律
の

面
に
わ
た
り
、
都
民
の
良
き
相
談

相
手
に
な
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、

二
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま

で
、
北
千
住
駅
前
広
場
に
こ
の
「

移
動
相
談
」
が
開
か
れ
る
。

都
政
一
般

家

庭

相
談

担
当
者
　
都
民
室
公
聴
部

原

口

主
幹

菅

主
幹

中

野

主
査

法
律
相
談

担
当
者
　
弁
護
士
　
山
口
正
雄
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
駆
除

発
見
し
た
ら
区
役
所
え

昨
年
来
急
激
に
繁
殖
し
て
、
庭
園

樹
や
街
路
樹
又
は
農
作
物
を
喰
い

荒
ら
す
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

た
め
、
区
で
も
少
く
な
い
被
害
を

受
け
た
の
で
、
本
年
は
六
月
一
日

か
ら
経
済
課
に
防
除
対
策
本
部
を

設
け
、
害
虫
駆
除
に
当
つ
て
い

る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

は
六
月
と
、
八
月
の
二
回
に
わ
た

り
木
の
葉
の
裏
な
ど
に
産
卵
す
る

の
で
、
こ
の
時
期
が
駆
除
に
は
最

適
の
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ

の
卵
を
産
み
つ
け
ら
れ
た
葉
を
枝

ご
と
切
り
取
つ
て
焼
き
す
て
る
の

が
最
も
効
果
的
な
絶
滅
方
法
で
あ

る
。卵

の
あ
る
葉
を
裏
か
ら
み
る
と

蜘
蛛
の
巣
状
に
白
い
卵
が
並
ら
ん

で
い
る
が
、
一
寸
発
見
し
に
く
い

の
で
、
手
遅
れ
に
な
つ
た
り
す
る

場
合
が
あ
る
。

な
お
素
人
で
は
と
れ
な
い
よ
う

な
場
所
に
あ
る
枝
な
ど
は
、
経
済

課
に
届
出
れ
ば
、
す
ぐ
係
員
が
除

去
に
で
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

図
書
の
館
外
貸
出
し

七
月
一
日
か
ら
実
施
の
予
定

区
で
は
従
来
、
移
動
図
書
舘
以
外

に
は
区
立
図
書
舘
図
書
の
舘
外
貸

出
を
禁
止
し
て
い
た
が
、最
近
舘

外
貸
出
し
を
要
望
す
る
声
が
、
区

民
の
間
に
拡
ま
つ
て
き
た
の
で
、

七
月
一
日
頃
か
ら
こ
の
要
望
に
応

ぜ
ら
れ
る
よ
う
、
貸
出
手
続
そ
の

他
に
つ
い
て
準
備
を
す
す
め
て
い

る
。

道
路
橋
梁
の
整
備

区
内
の
道
路
、
橋
梁
の
整
備
等
に

つ
い
て
、
区
で
は
着
々
と
そ
の
成

果
を
挙
げ
て
い
る
が
、
五
月
中
旬

か
ら
完
成
し
た
こ
れ
ら
の
工
事
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

○
保
木
間
町
外
四
か
所

道
路
拡
幅
　
工
費
　
二
万
一
千
円

○
大
谷
田
町
一

、
四
四
五

日
立
橋
(
架
橋
)

延
長
　

四

、
五
米

幅
員
　

四

、
五
米

工
費
　

一
二
万
九
千
円

○
大
谷
田
町
一
、
三
〇
七
―
一
、

四
〇
九

U
字
溝
設
置
　延
長
　
三
五
〇
米

従
横
　三
〇
糎

工
費
　三
五
万
円

○
千
住
高
砂
町
三
七
―
六
八

U
字
溝
設
置

延
長
　
三
七
〇
米

従
横
　
三
〇
糎
　

工
費
　
三
二
万
円

〇
南
宮
城
町
一
三
―
一
六

U
字
溝
設
置

延
長
　
二
九
〇
米

従
横
　三
〇
糎

工
費
　二
八
万
円

戸
籍
・
税
務
・
経
済
の

区
民
綜
合
相
談

平
日
で
も
民
生
課
で

受
付
け
ま
す
。

な
お
す
よ
り
か
か
ら
ぬ
注
意

パ
ラ
チ
フ
ス・
膓
チ
フ
ス
の
予
防
接
種

伝
染
病
の
流
行
期
を
迎
え
足
立
保

健
所
で
は
十
六
日
か
ら
膓
チ
フ
ス

・
パ
ラ
チ
フ
ス
の
予
防
接
種
を
行

う
こ
と
に
な
つ
た
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
同
保
健
所
で
は
予
防
接
種
法

に
よ
り
満
三
才
か
ら
六
十
才
ま
で

の
人
は
、
す
べ
て
接
種
を
受
け
な

け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て

い
る
の
で
、
必
ず
指
定
の
場
所
で

こ
れ
を
受
け
る
よ
う
の
ぞ
ん
で
い

る
。
料
金
は
今
ま
で
受
け
た
こ
と

の
な
い
人
(
初
回
兔
疫
)
二
十
五

円
、
今
ま
で
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
(
追
加
兔
疫
)
十
円
。

□
施

行

日

割

【
時
間
　
午
後
一
時
～
三
時
】
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一
般
に
事
故
の
起
り
や
す
い

=
梅
雨
期
の
注
意
=

毎
日
う
つ
と
う
し
い
じ
め
じ
め
し

た
天
気
が
続
く
「
梅
雨
期
」
に
入

り
ま
し
た
が
、
こ
の
期
間
は
、
一

年
中
で
一
番
、
身
体
そ
の
他
に
故

障
や
事
故
が
起
き
易
い
の
で
、
次

の
点
に
特
に
注
意
致
し
ま
し
よ
う

道
路

(
1
)
雨
の
日

が
続
く
と

道
路
の
損

傷
が
ひ
ど
く
な
る
か
ら
、
排
水
が

よ
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
ド
ブ
を

常
に
清
潔
に
し
て
お
く
。
又
ド
ブ

は
沿
道
の
人
家
の
排
水
用
に
使
わ

れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
ゴ
ミ
を

捨
て
た
り
、
草
を
繁
茂
さ
せ
た
り

し
て
、
排
水
を
悪
く
し
な
い
よ
う

気
を
つ
け
る
こ
と
。

(
2
)
砂
利
道
は
雨
の
た
め
路
盤
が
ゆ

る
ん
で
、
ト
ラ
ツ
ク
が
通
る
と
轍

が
で
き

、
水
が
た
ま
つ
て
道
路
が

傷
み
、
通
行
者
も
迷
惑
す
る
か
ら

ひ
ど
く
な
ら
な
い
中
に
砂
利
を
埋

め
る
と
か
、
そ
の
他
応
急
の
方
法

を
講
ず
る
。

衛
生

(
1
)
こ
の
頃
は
高
い

気
温
や
湿
度
の
た

め
、
有
害
な
細
菌

の
繁
殖
が
さ
か
ん

に
な
り
、
子
供
に

と
つ
て
は
恐
ろ
し

い
下
痢
、
腸
炎
の
多
い
季
節
で
あ

る
か
ら
、
子
供
の
衛
生
に
は
特
に

気
を
付
け
る
。

(
2
)
食
物
が
く
さ
り
易
く
、
赤
痢
や

疫
利
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
肉

類
、
卵
、
貝
類
な
ど
に
よ
る
中
毒

寝
冷
え
や
風
邪
な
ど
に
か
か
ら
ぬ

よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
不
順
な
天
候
で
、
と
か
く
衣
服

住
居
の
清
潔
の
怠
り
勝
ち
で
あ
る

か
ら
、
晴
天
の
日
に
は
、
衣
類
の

洗
濯
や
家
屋
の
清
掃
整
理
、
換

気
、
虫
干
し
等
を
実
行
す
る
よ
う

心
掛
け
る
こ
と
。

電
話
(
1
)
窓
側
に
あ
る
電
話

機
は
、
雨
水
や
湿
気

が
、
コ
ー
ド
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
す

る
。

(
2
)
電
話
機
、
引
込
線
、
コ
ー
ド
等

を
ね
じ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

(
3
)
床
へ
水
を
ま
く
と
き
に
は
、
特

に
引
込
コ
ー
ド
に
気
を
付
け
る
と

と
も
に
、
電
話
機
な
ど
を
濡
れ
た

雑
布
な
ど
で
ふ
か
な
い
。

交
通

こ
の
季
節
は
交
通

事
故
が
多
く
、
統

計
に
よ
る
と
雨
天

の
日
は
晴
天
の
日

の
二
倍
の
交
通
事

故
が
起
る
。
こ
れ
は
傘
や
頭
巾
で

目
を
覆
ら
れ
る
の
と
、
自
動
車
の

ス
リ
ツ
プ
等
に
よ
る
こ
と
が
多

い
。
道
路
の
な
な
め
横
断
や
無
理

な
追
い
越
し
を
し
な
い
よ
う
。
又

踏
切
に
は
一
限
と
注
意
す
る
。

火

災
雨
期
で
湿
度

が
高
い
か
ら

と
い
つ
て
も

火
事
は
な
く

な
ら
な
い
。

特
に
多
い
の
は
漏
電
に
よ
る
火
災

で
、
こ
の
原
因
は
電
気
の
工
事
そ

の
も
の
が
悪
い
場
合
と
機
械
器
具

の
悪
い
場
合
、
そ
れ
に
電
気
の
使

用
方
法
の
悪
い
場
合
の
三
つ
で
あ

る
。
工
事
や
器
具
は
検
査
や
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

電
気
の
使
用
法
に
つ
い
て
は
、
使

用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
注
意
す
る
よ
り

方
法
が
な
い
。

(
1
)
漏
電
か
ら
起
る
火
災
は
、
家
庭

の
引
込
線
が
最
も
多
い
。
特
に
引

込
線
に
注
意
し
、
接
触
し
て
危
険

な
と
き
は
す
ぐ
電
力
会
社
に
連
絡

す
る
。

(
2
)
ヒ
ュ
ー
ズ
は
安
全
を
維
持
す
る

の
に
適
当
な
太
さ
の
も
の
を
用
い

る
。

(
3
)
電
熱
器
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
、
ス

イ
ツ
チ
、
ソ
ケ
ツ
ト
等
の
器
具
は

す
べ
て
通
産
大
臣
の
型
式
承
認
を

受
け
た
三
角
の
中
に
〒
の
マ
ー
ク

の
あ
る
も
の
を
選
ら
ぶ
。

(
4
)
電
気
ア
イ
ロ
ン
、
電
熱
器
等
を

つ
け
放
し
に
し
た
り
、
電
灯
の
ソ

ケ
ツ
ト
か
ら
六
〇
〇
ワ
ツ
ト
以
上

の
電
熱
器
を
分
岐
し
た
り
す
る
こ

と
は
絶
体
さ
け
、
又
コ
ー
ト
を
ね

じ
つ
た
り
曲
げ
た
り
ぬ
れ
た
手
で

つ
か
ん
だ
り
し
な
い
こ
と
。

(
5
)
屋
内
配
線
の
ス
ハ
ー
ク
や
シ
ヨ

ー
ト
は
勿
論
、
ゴ
ム
や
ピ
ツ
チ
の

こ
げ
る
臭
気
に
注
意
し
、
早
く
電

力
会
社
に
連
絡
す
る
。
な
お
屋
内

の
電
灯
や
電
気
器
具
の
ス
イ
ツ
チ

を
切
つ
て
も
、
メ
ー
タ
ー
が
回
転

す
る
か
ど
う
か
を
確
め
る
。
回
転

す
れ
ば
ど
こ
か
で
漏
電
し
て
る
こ

と
に
な
る
。

田
植
を
前
に

苗
代
の
消
毒

し
と
し
と
降
り
続
く
梅
雨
は
、

農
家
に
と
つ
て
は
恵
み
の
雨
だ
。

本
格
的
な
梅
雨
が
訪
れ
る
と
、
区

内
の
あ
ち
こ
ち
に
、
紅
い
襷
が
早

苗
の
緑
に
映
え
る
、
田
園
の
情
趣

豊
か
な
田
植
が
は
じ
ま
る
。

都
内
一
の
米
所
と
し
て
、
昨
年

度
都
産
米
供
出
量
の
四
割
に
当
る

七
、
七
五
〇
石
の
供
出
を
完
遂
し

た
区
内
農
家
で
は
、
い
ま
稔
り
の

秋
の
収
獲
に
備
え
て
、
苗
代
の
消

毒
に
余
念
が
な
い
。

B
H
C
の
粉
剤
が
白
い
煙
の
よ

う
に
苗
代
を
蔽
つ
て
行
く
と
、
畦

道
で
煙
草
を
く
ゆ
ら
し
て
い
た
お

爺
さ
ん
に
も
、
撒
粉
機
の
ハ
ン
ド

ル
を
廻
し
て
い
た
娘
さ
ん
に
も
、

こ
の
病
虫
害
か
ら
ま
も
ら
れ
た
苗

が
や
が
て
ゆ
つ
た
り
と
黄
金
の
波

を
打
つ
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し

た
の
か
、
口
の
端
に
か
す
か
な
微

笑
が
漂
つ
て
い
た
。

〝
虫
歯
〟
の
予
防
映
画
会

六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
た
口
こ
う
衛
生
週
間

の
行
事
と
し
て
区
歯
科
医
師
会
、

学
校
歯
科
医
師
会
が
主
催
で
さ
る

五
日
午
後
六
時
か
ら
千
寿
第
一
小

学
校
講
堂
で
映
画
の
会
を
催
し
、

虫
歯
子
防
の
知
識
の
普
及
宣
伝
を

行
つ
た
。

放
水
路
の
水
難
者

慰
霊
祭

足
立
区
仏
教
会
で
は
去
る
七
日
午

前
十
時
か
ら
本
木
町
四
丁
目
地
先

の
放
水
路
高
水
敷
日
の
丸
プ
ー
ル

前
で
、
区
内
の
河
川
で
死
ん
だ
人

々
の
霊
を
慰
め
る
水
難
者
慰
霊
祭

を
行
つ
た
。

な
お
終
戦
の
二
十
年
八
月
か
ら
本

年
四
月
ま
で
の
七
年
間
の
区
内
河

川
で
の
自
殺
、
水
死
、
過
失
死
は

百
七
十
名
で
そ
の
中
無
緑
と
な
つ

て
い
る
も
の
は
五
十
四
名
で
あ

る
。

今

年
は
六
月

二
十
五

日

か
ら
区

営

プ
ー

ル
開

き

六
月
二
十
五
日
の
プ
ー
ル
開
き
に

備
え
区
で
は
十
三
日
か
ら
千
住
大

川
町
公
園
プ
ー
ル
の
整
備
に
と
り

か
か
つ
た
。


